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 要 旨   
目的： 
アルコール飲酒量と膵臓癌のリスクについて前向きに検討する 

方法： 
Netherland Cohort Study の 1986 年のベースライン調査時の質問票に回答した 120,852

人を対象として、エタノール換算の飲酒量により非飲酒、10g/day 未満、10~30g/day、
30g/day 以上の四群に分類し、Cox 比例ハザードモデルにて、アルコール飲酒量と膵臓癌の

リスクについて検討を行った。 
結果： 
追跡期間は 13.3 年間。追跡期間中に 350 症例の膵臓癌を確認した。その 67%は病理学的

にも膵臓癌と診断された。まった、飲酒しない人を対照とすると、エタノール換算で 30g/day
以上飲酒する人は膵臓癌の正の関連を認めた。全膵臓癌症例のリスクは 1.57 倍（95%信頼

区間：1.03-2.39）であり、病理学的にも膵臓癌と診断される症例のリスクは 1.54 倍（95%
信頼区間：0.94-2.54）であった。同様に、ベースライン調査時において 5 年以上飲酒習慣

のある人も、膵臓癌と正の関連を認めた。習慣飲酒による膵臓癌リスクの上昇は追跡開始 7
年目までに限定されていた。アルコール飲料の種類による膵臓癌リスクの差異は認めなか

った。また、飲酒による膵臓癌リスクの上昇は、葉酸摂取や喫煙を調整しても変化しなか

った。 
結論： 
これらの結果から、エタノール換算で 30g/day 以上飲酒する人は、膵臓癌のリスクが上

昇することが示唆された。しかし、このような飲酒による膵臓癌リスクの上昇は追跡 7 年

目までしか観察されなかった。 

 




